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Scalable and efficient orchestration of Ethernet services using software-defined and flexible
optical networks (STRAUSS)
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	１．まえがき
	IoT/M2M時代のメトロ-コア光ネットワークにおいては、通信品質や通信帯域等の異なる多様なサービスを効率的に収容するため、超100Gbps光ネットワーク機器の導入や、複数のネットワーク方式の採用、またそれらからなるマルチドメイン・マルチテクノロジ光ネットワークの高速、複雑、かつ一元的な制御機構が必要となる。
	２．研究開発内容及び成果
	STRAUSSは、大容量・高速化かつ多様化するネットワークサービスを高効率に収容する大規模かつ低消費電力な超100Gプログラマブル光イーサネットを実現することを目的とする。先進的光イーサネット実現のための基盤技術として、高機能光パケット・パススイッチングをベースとする柔軟な超100Gイーサネットトランスポート技術、光ネットワークに特化したネットワーク仮想化技術、そしてそれらを連携・統括するサービス・ネットワークオーケストレーション技術が挙げられる。
	そこでSTRAUSSでは、日本3機関・欧州5機関の協力のもと、１）光DMT （Discrete Multi-Tone）及び光OFDM技術を用いたスライサブルな超100Gイーサネット送受信技術、２）固定長・可変容量光OFDMパケット及びFlexi-grid DWDM技術による帯域可変光パスを統合的に用いた柔軟かつコスト・エネルギー効率に優れた光パス・パケットスイッチングおよびそのノード技術、３）光イーサネットトランスポートのリソースを仮想化し、動的かつオンデマンドで提供する光ネットワーク仮想化技術、...
	図１は、最終年度にて行った日欧連携テストベットデモの概念図である。情報通信研究機構耐災害ICT研究センター（仙台）の光統合ノードテストベットを基盤とし、日欧の成果物を集積し、400G DMT送受信機を用いたOPSネットワーク及び、Tbps級の可変グリッド（Flexi-grid） WDN OCSネットワークを接続したデータプレーンを構築。さらに、コントロールプレーンにおいては、欧州3か所のテストベットと接続、それらをSDNオーケストレイター（スペイン）により統合制御した。本実験結果は、超100Gの...
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
	光パケットスイッチングネットワークにおける光OFDM技術は、新規な研究分野であり、今後も国内外の主要な学術会議において、その可用性・有効性を周知。研究分野の今後の発展をけん引する。光DMT送受信機技術については、本研究開発成果や標準化活動等を通して得られた市場要求を鑑み、DMT用 LSIの研究開発を進め、短距離向け100Gbps DMT小型送受信機の製品化を検討し、データセンター内またはデータセンター間等の需要が逼迫する市場への展開を目指す。一方、拡張OpenFlowによる光ネットワーク統合制御技...
	４．むすび
	STRAUSSプロジェクトでは、日本3機関・欧州5機関の協力のもと、超100Gプログラマブル光イーサネットの研究開発に取り組み、日欧のテストベット接続実験を通して、その実現可用性を実証した。
	本研究開発成果は、光ネットワークの大容量化、複雑化のための、ハード、ソフト両面の要素技術を含んでおり、今後IoT/M2Mや5Gネットワークを支える基盤技術としての活用が見込まれる。
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